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1は じめ に

教 師 の教 育は,教 育課 程 を通 じて体現 され る。 しか し,学 校現 場 では教 育課程 を通 じて教 育

を実行 す る とい う認 識 は共有 され てい るだ ろ うか。 教 育の 目標 を達成 す るた めに教 師 は教 育課

程 を内在 化す る必 要 があ る。韓 国 にお いて 国の定 め る教育課 程 は,第7次 教育課 程(1997-2007

年)の 以来,持 続 的 に教 師 に 自律 を与 え る方 向に進 め られ て い る。現場 に も徐 々に各 学校 とそ の

構 成 員 にな る各教 師 の 自律 を 目指 す 雰囲気 が広 が って い る とは言 え,ま だそ の文化 が完全 に定

着す る段 階 では な く,教 師 た ちの 中で も様 々 な模 索 が な され て い る。

日本 は韓 国の 隣国 であ り,韓 国の国家 水 準教育課 程 と 日本 の学習指 導 要領 は非 常 に似 て い る。

したが って,日 本 の教 師 の学習指 導 要領 に対す る捉 え方 を理 解す る こ とで,韓 国 に対す る示 唆

が得 られ る と考 え る。 この研 究 を通 じて,教 師の実 践 と国 か ら定 め る教育課 程 の 間の 関連 性 は

どの よ うに捉 え られ るか,そ の一つ の方 向 を提 示 して い きたい。

研 究 の 目的 を達成 す るた めに実行 す る研 究方 法 は,文 献研 究 とイ ン タ ビュー で あ る。研 究 の

手順 は,大 き く三 段階 に分 け られ る。 第一,韓 国 と 日本 の現 行 の教育 課程 を分析 し,韓 国の教

育現 場 で参 照で き る内容 を考察す る。 第 二,韓 国 の教 師 は国の定 め る教育課 程 と実 際の教 育活

動の関連性 をどの よ うに理解 してい るのか先行研 究 を探 り,韓 国の教師の認識 を探索す る。第三,

日本の教師は教 育課程 を どの ように認識 してい るのか について設 問お よびインタ ビュー を実施す る。

2韓 国の 初等教 育課 程

韓 国 では,2018年2.月 現在,2015年 度 の改 訂 を基 に随 時改訂 され た教 育課程 が適 用 され て

い るた め,そ れ に基づ い て分 析 を行 う。韓 国 の教育 課程 は,大 き く3つ の層 が あ る。

先 ず,「 国家水 準教 育課程 」が あ る。国家水 準教 育課程 は,日 本 の学 習指 導要領 に当 た るもの

で,初 ・中等 学校 で編成 ・運 営 しなけれ ば な らな い学校 教 育課程 の教 育 目標 と内容,方 法 と運

営,評 価 な どに関す る国家水 準 の基 準お よび指針 が提示 され てお り1,初 ・中等教 育 法第23条

第2項2に 基 づ いて,教 育 部長 官3が 国家水 準教 育課 程 を告示 し,法 的拘 束力 を持 つ。教育 部 は,

教育課 程 の解 説 の冊子 を発刊 し,教 育課程 に対 す る教 師の理 解 を助 けて い る。

韓 国 の各地 域教 育監4は,教 育部 長 官 と同 じく,初 ・中等 教育 法第23条 第2項 に基 づい て 「地

域水 準教 育課 程」 を告 示す る。各 地域 の教 育庁 は,そ の地域 の特殊 性 と学校 の実情,学 生の 実

態,保 護者や地域社会 のニーズ,地 域 と学校 の教 育環境 な どを考慮 した上で,各 地域 の教育 の重 点

と詳細 を設定 し,管 内の各級 学校 に学校 教育課程 を編成 ・運 営す るた めの指針 として提示 をす る。
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最後 に,各 学 校 では,「 学校水 準教 育課 程」 を編成 す る。それ は学校 運営 の行 政 を含 む,個 々

の学校 の教育 目標 とそれ を達 成す るため の詳細 な計 画 であ る。韓 国 の初等 学校(日 本 の小学 校 に

当 た る)で は学校水 準 教育 課程 に基 づ いて各 学年 か ら 「学年 教育 課程 」を作成 し,さ らに各 学年

の教 師 た ちがそれ に基 づ いて各 学級 の 「学 級教 育課程 」 を作 る。 学年教 育課 程 と学級 教育 課程

は両方 とも具体的 な教育計画 である。学年教 育課 程お よび学級教育課程 の項 目は学校 ご とに異 な る。

学級 教 育課程 は各 担任 が図 る各 学級 の教 育計 画 であ る。学 年 教育課 程 と重 な る部 分 も多 いが,

体 験施 設 の教 育プ ログ ラムへ の参 加 な どの特別 な教 育活 動 を担任 が計 画す る時,そ の活動 を可

能 にす る根 拠 に もな る。 初等 学校 の学 級教 育課程 の一般 的 な項 目の例 を挙 げ る と,学 級 の教 育

目標 お よび運 営の方 向,児 童 の 実態,年 間教育課 程,学 級 の評 価 計画,学 級 の特 色活 動,児 童

に対す る補 助 的 な情 報 な どが ある。普 段 は教科評 価 や非 教科 教育 の教 育計 画 は学年 ご とに統 一

され るが,決 裁 な どの手続 きをすれ ば担任 の計画 に よって学 級 ごとの個別 の実施 も可能 で あ る。

教 育課程 解説 に記 載 され てい る説 明 に よる と,国 家水 準教 育課程 と地域 水準教 育課 程 は両方

とも 「基 準」お よび 「指針 」と しての役割 をす る。特 に 国家水 準教 育課程 に対 して は 「一般 的,

共 通 的 な 基 準 」 と い う言 及 が あ る だ け に,そ の 性 格 は 絶 対 的 な も の とい うよ りは 基 準

(Standard)に 近 い。勿 論,教 科 の時 間数 な ど,各 学校 で完 全 に 自由 にで きない制 限 は ある。 し

か し,内 容 な どの項 目で は,「～ を(児 童 に)で き るよ うにす る。」あ るい は 「～の機 会 を(児 童 に)

提 供す る。」 の よ うに包括 的 な単語 を使用 して教 師の 自律 を保 障 してい る。

3日 本 の小 学校 学 習指導 要領

日本 の初等 教育段 階 の教 育課程 は,2018年2.月 現 在,2008年 の改訂 に基 づ いた教 育課 程 が

適 用 され て い るの で,そ れ に対 して分析 を実施す る。 韓 国 の国家水 準教 育課 程 と 日本 の学 習指

導 要領 の性 格 と役 割 を考察す るために,言 語 的な概 念,法 制上 の体系,構 造 お よび内容 を比較す る。

先 ず,言 語 的 な概 念 を 考 察 す る と,韓 国 の 国家 水 準 教 育 課 程 は,英 語 版 で 「National

Curriculum」 と訳 され て い るの に対 し,日 本 の学 習指 導要領 は,英 語 版 で 「CourseofStudy」

と訳 され て い る5。 「NationalCurriculum」 は,英 国 の公 立学校 の教 育課程 を意 味す る固有名

詞 として も使 用 され るが,オ ックス フォー ド辞 書 に よる と,国 家 に よ る共通 規格 の教 育課 程 の

意 味 を持 つ 一 般 的 な名 詞 で も あ る6。 韓 国 の 国 家 水 準 教 育課 程 の英 語 訳 で あ る 「National

Curriculum」 は,こ の一般 的 な名 詞 の意 味 と して使 われ てお り,英 国の もの とは相 当 な差 が あ

る。 したが って,単 語 の概念 だ けで はな く,韓 国 と 日本 の教 育課程 の全 体 的 な構 成 と内容 を照

ら し合 わせ てみ る必 要 が ある。

次 に,韓 国 と 日本 の法制 上 の教 育課程 につ いて考 察す る。 ジ ュ ・デ ユ(手Oj♀ 朱 大裕,2012)

は,韓 国 と 日本 の教 育 関連法 規 の体 系 を様 々 な観 点 か ら考察 して,両 方 の体 系 に は高い類似 性

がみ られ,特 に教 育法制 の体 系 上で類似 性 が高 い とま とめ てい る。 両 国 とも教 育 に関す る最 上

位 の法 と して憲法 を も とに,教 育法制 の基 本 的な方 向 を扱 う教育基 本 法 があ り,そ の下位 法 と

して様 々な教 育 に関連す る法 規 が存在 す る。 ジ ュ ・デユ の研 究 を通 じて,国 家水 準教 育課 程 と

学習指 導 要領 の性格 と役 割 は,法 制 上ほ ぼ同 じで あ る と考 え られ る。い くつ か の違 いは あ るが7,
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それ が 国家水 準教 育課程 と学習指 導 要領 の性格 と役割 に違 い を持 たせ るほ どの内容 で はない。

最 後 に,石 川裕 之(2017)の 論 文 を通 じて,韓 国 と 日本 の教 育課 程 の構 造お よび 内容 を比較

す る。 石川 に よる と,政 府 が教 育課程 の全 国 的な基 準 を定 め る制 度 を採 用 してい る とい う,韓

国 と 日本 の構 造 はほ ぼ同 じで あ る。 特 に,国(韓 国 は教育 部,日 本 は文科省)一 地域 一学校 の教

育課程 の3層 構 造 が同一 で あ る。 内容 的な側 面 で も,教 育 の基本 的 な方 向性 を提示 す る上,そ

れに基づいて,教 科 と教科外活 動の内容 が展 開 され るとい う点で構成 上 の類似性 がある とされ る。

石川 は,両 国 の教育課 程 の相違 と して,4つ の点 を挙 げてい る。1つ 目は,韓 国で は随時 改

訂 の制度 が入 ってい る点 であ る。石川 は これ に対 し,「パ ル リパル リ(早 く早 く)」 とい う国民性

の反 映 では ない か と解釈 してい るが8,随 時改訂 制度 の 目的 は,急 速 に変化 す る社 会 の変化 に対

応 し,現 場へ の適 合性 が 高い 教育 政策 の体 現及 び教 育需 要者 の満 足度 を高 め るた めで あ る9。2

つ 目は,審 議 過程 の違 い であ る。 石川 は,両 国の審議 組 織 に対 し,韓 国 は教 育 部 の傘下機 関で

あ り,日 本 は文 部科 学省 の諮 問機 関で あ る点が 異 な る と分析 してい る10。 この よ うな 事実 と し

て の違 い は,両 国の教 育 の実情 か ら,主 に考慮 す る事項 が異 なる こ とにそ の理 由があ る と考 え

られ る。3つ 目は,韓 国 の場合,総 論 が初 ・中 ・高 の学 校教 育課 程 を合 わせ て提示 され てい る

一方
,日 本 は各学校 校 種別 に分 け て提 示 され てい る点 で ある。4つ 目は,韓 国の 国家水 準教 育

課 程 で学年 群 と教 科群 の制度 が採 用 され てい る点 で ある。学 年群 ・教 科群 の制 度 は,韓 国の教

育課程 の 中で,個 々 の学校 と教 師 の教育課 程編成 ・運営 の裁 量権 を拡 大す る 目的 で,教 育課程

で の多様性 を保障 す るた めの試 み であ る。 しか し,こ の4つ の相 違 点は,国 家 水準 教育課 程 と

学習 指導 要領 の性格 と役 割 に違 い を持 たせ るほ どの もので は ない。

以 上 の三つ の側 面 か らの考察 を ま とめてみ る と,韓 国の 国家水 準教 育課程 と 日本 の学 習指導

要領 は,そ の位 置 と役割 がほ ぼ等 しい こ とが分 か る。 よって,学 習指 導要領 に対す る 日本 の教

師の認 識 を考察す るこ とに よって,韓 国の教育 に意 味のある示唆 を得 るこ とがで きる と考 え られ る。

4国 家水準 教 育課程 に対す る韓 国の 教 師の認 識

韓 国 の教 師は 国家水 準教 育課程 につい て認知 は して い る。 しか し,そ れ が実 際 の授 業 と意識

的 に関連 付 け られ て い るので はない。 イ ・ビ ョンホ(01思 重Lee,Byoung-Ho,2009)は,2回

に渡 る設 問 を通 して この よ うな現状 を分析 してい る。 イ ・ビ ョンホは1回 目の設 問で は各 学校

校 種別 の教 師 を対 象 に してお り,2回 目の設 問で は調 査 の対 象 を拡大 し,教 育 に 関連す る研 究

者 や 専 門家 まで含 めて設 問を実施 した。 教材 と して使 われ る と思 われ るll,解 説 を含 む 国家水

準教 育課程 の文書 の利 用率 は,1回 目の設 問では1.7%,2回 目の設 問 では5.3%12で,か な り

低 い。 国家水 準 教育課 程 の文 書 の利 用 率が2回 目の設 問で少 し高 くな った様 子 で はあ るけれ ど

も,こ れ は設 問対 象 の拡 大 によ り増加 した結果 で あ る可能性 が あ る。また,全 体 と比 較 して微 々

た る数 値 とい う点 で は同 じで あ るこ とを,研 究者 の本人 も述 べ てい る13。

キム ・セ ヨン(招 刈1閣Kim,Seyoung,2015)の 研 究 では,現 職 の教員 お よび 将来 の初等 教 師

で あ る教 育大 学 の大 学生14(原 文 は予備 教 師)の 認 識 も確 認 で き る。 キム ・セ ヨンは,教 科 書 が

無 い時 に教材 と して使 える もの と して学校 の プ ログ ラムや ウェブサイ トを挙 げ るA教 師 の例 を

193



取 り上 げな が ら,「教 育課 程 で教科 書 を開発 す る こ とに よっ て この全 ての資料 源 が構築 され る こ

とを認 識 してい ない15」 と分 析す る。 即 ち,教 師 の認 識 の 中で 国家 水準 教育 課程 と教科 書 の 関

係 性 が確 立 されて い ない こ とが確 認 され る。教育大 学 の大学 生 の応答 を見 る と,「『どの よ うに』

教 え るかに 関連 す る方法 に集 中 して お り,教 科 書 よ りも上位 の レベ ル で何 を教 え るかにつ い て

は考 えてい ない16」 とい うこ とが分 か る。彼 らは,教 科 書 が無 い とい う状況 自体 を想 像 で き な

い状態 であ る。 これ は教 育大 学 の過程 の 中で,大 学 生 が国家 水準教 育課 程 と授 業実践 の 間の 関

連 性 を認 知 してい ない こ とを意 味す る。 ただ し,こ れ は韓 国の教 育大 学 で も教 育課程 の講 義 が

行 われ てい るが,大 学 生 が,そ の 中で教育 課程 と授 業 の関連性 を読 み 取 らない状 況 であ る と解

釈 す るほ うが正 しい。

5学 習 指導 要領 に 対す る 日本の教 師 の認 識

5.1調 査 の概 要

では,日 本 の教 師 は学習 指導要 領 を どの よ うに認識 して い るのか。本 研 究の調 査 は設 問調査

とそれ を も とに したイ ンタ ビュー を通 して分析す る。 調 査 の対象 は,京 都教 育 大学連 合教職 大

学院 に在籍 す る 日本 の現 職 の教 師11名(A教 師 ～J教 師 と記述 す る)で,応 答 者 の職業 的 な背景

は次 の表1の 通 りであ る。

表1調 査 の対象の学校校種別の分類

小学校 6 国立 1

中学校
4

(国 語1,英 語2,美 術1)
公立 9

高校 1(国 語1) 私立 1

計 11 計 11

設 問調 査 は,設 問の 内容 を精密 にす るた めに,現 職 の教師 を対象 に予備調 査 を実施 し,そ れ

に基 づい て本調 査 を行 っ た。 予備 調査 で は 「学 習指 導要領 と実際 に実施 され るカ リキ ュラ ムの

問 には どれ く らい のズ レがあ る と思 います か?」(選 択 式)「 ズ レの 内容 は具体 的 に何 です か?」

「実 際 のズ レを埋 め るた め どん な工夫 が あ ります か?」(自 由記述 式)の3っ の質 問 を用意 した。

そ の結 果,「 ズ レ」 とい う用語 に対 す る新 しい観 点が得 られ た。筆 者 は,国 の定 め る教 育課 程 と

実際 の授 業 の問 に存 在す る 「ズ レ」 は 目標 に合 わ ない もの と して想 定 していた。 しか し,国 の

定 め る教 育課程 と教 師 の実践 の 問 には この よ うな 「ズ レ」 が 自然 な もの で,そ れ こそ教 師の個

性 であ る とい う観 点が示 唆 され たの であ る。 この よ うな観 点 を考慮 す る と,「ズ レ」とい う用語

は適切 では ない。加 えて,も し 「ズ レは ない」 と思 う教 師 がい る と した ら,そ の よ うな教 師 に

は この3つ の質 問 の意 味 が ない のでは ない か とい う,疑 問 も出て きた。 この よ うな理 由で,新

しい質 問紙 の必要 が生 じ,改 めて質 問 を開発 す るこ とにな った。

本調 査 の質 問紙 の質 問 は全部3つ で あ り,そ れぞ れ の質 問に対す る答 えは 自由記述 式 で収集

した。質 問の 内容 は,「 教 師 の仕事 の 中で 『学 習指 導要領 』を意識 的 に考 え る とき は どん な とき
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です か。」 「授 業 を計画 す る ときに 『学習指 導 要領 』 の どの項 目を参考 に します か。」 「授 業や 単

元 を計画 す る とき,教 師が 自由にで き るこ とは何 で し ょ うか。」で あ る。設 問調 査 の後,設 問 に

従 うイ ン タ ビュー を実施 した。詳 細 な質 問の 内容 は次 の表2の 通 りで ある。

表2イ ンタ ビュー の質 問

共通

質問

現場 の雰 囲気 で は一般 的 に学習指 導 要領 また は解 説 を読 み,授 業 に適 用 す るほ うで

しょ うか。 そ うで は ない とした ら,理 由は何 で しょ うか。

授 業 で教 師 が 自由に で きない もの は何 で し ょ うか。

個別

質問

「他者 の授 業 を見 る とき」 は学 習指 導要領 の どの項 目,ま た は観 点 か ら見 ます か。

学習指導要領と学習指導要領解説の違いは何ですか。

学習 指 導要 領 を もっ と詳 し く見 るこ とに対 して校 内研 究 と研 究授 業 の 間 の違 い は

あ ります か。

(設 問 の 答 え に 書 い た)「 カ リキ ュ ラ ム 」 の イ メ ー ジ は どの よ うな も の で す か 。

学習 指導 要領 は解釈 の対象 で,人 に よって解 釈 が違 うこ ともあ りえるで しょ うか。

授 業 を準備 す る とき,(学 習指導要領 か ら引き出す)準 備 の具 体的な要素 は何 です か。

教科書のない教科は学習指導要領が教科書の役割をできるという意味ですか。

学習 指導 要領 を標 準 として考 え るよ うにな ったの はいつ か らで した か。

(大学院 に来 るまでに)学 習指導要領 をあま り意識 してなかった理 由は何で しょ うか。

(設問 の答 え は)教 科 の特性 に よ るこ とで し ょ うか。

学習指導要領の内容が詳細に決まってないか ら自由な授業ができるとい うことで しょうか。

設 問調 査 の分析 は,応 答 が 自由記 述式 で あった た め,類 似 す る項 目に予 め分類 す る作 業 を行

い,各 項 目が記 され た 回数 を数 えた。 同 じ理 由で,応 答 者1人 が複 数 の項 目を応 答 した場 合 も

あ る。 この場 合 は複 数 の応答 として扱 われ た。 た だ し,応 答 者 の数 が計11名 で,全 体 の材料

の数 が少 な いの で,パ ーセ ン トで の分析 は しない よ うにす る。 また,イ ン タ ビュー の分析 は,

録 音 した内容 の文 字起 こ しを行 い,そ の 中か ら研 究 内容 と関連 が高 い応 答 を選 り抜 き,分 析 を

行 うこ とにす る。

5.2調 査 の結 果

設 問調 査 は3つ の質 問で行 われ た。1つ 目の質 問は,「 教 師 の仕 事 の 中で,学 習指 導要領 を意

識 的 に考 える ときは どん な ときです か」 で あ る。 そ の応 答 は,次 の表3の 通 りであ る。

表3教 師の仕事の中で学習指導要領 を意識するとき (複数応答 あ り)

応答内容 応答の数 計

研究授業の計画
自分の授業を計画する時 4

5
他者の授業を見る時 1

年間教育課程の計画 4 4

日々 の 授 業
教科書がない教科の授業 2

3一般 の教科 の授 業 1

校内研究(学 校 の行事や教育計画の時) 2 2

教科書の選択資料を作る時 1 1

(大 学院 に来 るまで は)あ ま り意識 した こ とが無 い 2 2
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応答 の内容 を見 る と,研 究授業 を計 画す る時 に主 に活 用す る とい う応 答 が最 も多 く,年 間教

育計画 と 日々の授 業で活 用す る とい う応 答 が続 い た。 そ の他,学 校 教 育計画 に関連す る校 内研

究,教 科 書 を選 択す る時 の説 明 資料 の作成 に活用 す る とい う応 答 が あ り,あ ま り意識 した こ と

が ない とい う応 答 もあっ た。た だ し,意 識 した こ とが ない とい う応 答 の場合 には,「 教職 大 学 院

に来 るまで は」 とい う条 件 が付 いた。応 答 に よ り,日 本 の教 師 は研 究授 業 の計画 と年 間教 育計

画 の作 成 の時 に学習 指導 要領 が最 も必 要 だ と考 えてい る と解釈 で きる。 要す るに,学 習指 導 要

領 は,日 本 の教師 が教 育活動 を計 画す る際 に主 に影 響 を与 え る とい う意 味 ともみ られ る。

2つ 目の質 問は,「 授 業 を計画 す る ときに,学 習指 導要 領 の どの項 目を参 考 に します か」であ

る。 そ の応 答 は,次 の表4の 通 りで あ る。

表4授 業 を計画す るとき,参 考 にす る学習指導要領の項 目 (複数応答 あ り)

応答内容 応答の数 計

「学習指導

要領 」 を

参考

目標

区分 な し 6

9学年 の 目標 1

教科 の 目標 2

内容

区分 な し 6

9
学年の系統性 1

文法事項 1

言語活動 1

指導計画の作成 と内容 の取扱 い 1 1

文章表現 1 1

授 業数* 1 1

「学習指導要領解説」 を参考 2 2

*学 習指導要領の 目次の ウェブページで見 られ る(元 は 「各教科 の授業 時数 学校教育法施行規則別表第1」 で

提示)。

応答 の内容 を見 る と,学 習指導 要領 の項 目の 中で主 に 目標 を参 考 にす る とい う応答 と,主 に

内容 を参 考 にす る とい う応答 が 多い。 そ の他,指 導 計画 の作成 と内容 の取扱 い を参 考にす る と

い う応 答 と,学 習指 導 要領 の 中に提示 され た文 章 の表現 を参 考 にす る とい う応答,授 業 時間数

を確認 す る とい う応 答 が あった。 学習 指導 要領 で はな く,学 習指 導要領 の解 説 を主 に参考 にす

る とい う応 答 もあった。 この よ うな応 答 を通 じて,学 習 指導 要領 は,日 本 の教 師が授 業 の方 向

性 を決 定 す る時 に,主 に影響 を与 える と解釈 で きる。 また,学 習指 導 要領 の 中で参 考にす る項

目を質 問 したに も関わ らず,学 習 指導 要領 の解説 を言及 す る応 答 が あ る とい う事 実 は,学 習指

導要領 自体 は教師 の 日常的 な教 育活動 で主 に活用 され る資料 で はな い とい う可能 性 を示唆 して

い る。 この可 能性 につ い ては,イ ンタ ビュー の時 さらに詳細 に質 問 した。

3つ 目の質 問は,「 授 業や 単元 を計 画す る とき,教 師 が 自由 にで きる こ とは何 で しょ うか」で

あ る。 そ の応 答 は,次 ペ ー ジの表5の 通 りで ある。
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表5授 業や 単元 を計 画 す る とき,教 師 が 自由 にで きる こ と (複数応答 あ り)

応答内容 応答 の数 計

特定 の項 目

授業の仕方 7

15

子 どもに対す る直接 な指導お よび支援 3

題材 の軽 重の付 け 3

授 業の 目標 の設 定 1

内容 要素の学習時間 1

概 ね 自 由(特 に項 目の言 及 な し)* 3 3

*た だ し
,「 目標 を達 成 す るた めな ら」 「基 本 的 に 」 とい う条 件 が付 く。

応 答 の内容 は,主 に実質 的 な教 育活 動 で行 われ る もので,言 い換 え る と教育 の具 体的 な実行

で あ る。 特 定の項 目を挙 げた とい うこ とは,そ れ以 外 に はあ る程 度,制 限 を感 じる ところが あ

る とい う意 味で もあ る。 要す るに,教 師 は あ る程度 決 ま った枠,例 えば教 育法 上 の制限 な どの

中で教育 を実 施す るけれ ども,そ の 中で は あ る程度 の 自律性 もあ る ことを認 知 してい る と解釈

で き る。 「概 ね 自由」 と,特 に項 目を記 してい ない応答 で も,「(教 育 の)目 標 を達成 す るた めな

ら」 や 「基本 的 に」 の よ うな条件 が付い た。 した が って,こ の場 合 に もまた,あ る程度 の制度

的 な枠 組 み を認知 してい る とみ られ る。 この よ うな応 答 を通 じて,日 本 の教 師 は学 習指 導要領

を大 きい枠 として受 け入れ,そ の 中に教師 の 自律性 が両立 してい る形で捉 えている と考 え られ る。

次 はイ ンタ ビュー の内容 を察す る。個 々 のイ ンタ ビュー の 内容 は,口 述 に よる研 究 の特性 上,

量 が多 く,そ の流 れ を一 目で把握 しがた い。 その た め,こ こには,イ ンタ ビュー の内容 を通 じ

て,筆 者 が考 察 した結果 とそれ に 関連 が 高い イ ンタ ビュー の部分 だ け述べ るこ とにす る。

イ ンタ ビュー を通 じて ま とめ られ る,学 習指 導要領 に対す る 日本 の教師 の認識 は次 の二点 で

あ る。第一 に,日 本 の教 師は 日常の授業で は,学 習指導要領 よ りは教科 書や指導書 を意識 してい る。

<B教 師 の イ ン タ ビュ ー(一 部)>

B教 師:ほ とん ど読 ま な い で す ね 。 …(中 略)… 検 定 が され て る の で,ま,そ の 内 容 を 押 さ え て

お け ば,指 導 要 領 に合 っ て い る も の な の で,大 丈 夫 。 …(中 略)・ て い う前 提 で,や っ て

ます 。

筆 者:だ と した ら,一 般 的 に学 習 指 導 要 領 を よ く見 て な い 理 由 は,そ の,指 導 書?指 導 書 に

関 して 信 頼 が あ る か ら,で し ょ うか。

B教 師:う ん,そ れ 大 き い と思 い ま す 。

<D教 師 の イ ン タ ビュ ー(一 部)>

D教 師:(教 科 書 の)役 割 と ま で は い か な い け ど も,よ く見 ま す ね 。体 育 とか,総 合 とか,…(中

略)… よ く,一 般 に 売 っ て あ る本 の 中 で,跳 び 箱 の授 業 が こ うい うふ うに進 め た らい い で

す よ っ て い うの が 。 そ れ を 中 心 に 見 て ま す 。
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筆 者:資 料 がな い時 は学習 指導 要領 を参 考 にす るって い うよ うな感 じに な ります か。

D教 師 そ うです。

<F教 師 の イ ンタ ビュー(一 部)>

F教 師:(前 略)… 何 で そ こ(=学 習指 導 要領)に 頼 るか ってい うと,教 科 書 って い うのは,基 本

的 に この学 習 指 導要領 に準 じて作 られ て,準 拠 して作 られ て る じゃ ない です か。 …(中

略)… 学習指導要領 に基づいてで きて るか どうかな,っ てい うことを,意 識 をかな りしますね。

イ ンタ ビュー の 中で,ほ ぼ全 ての教 師 が,日 常 の授 業 で は教科 書や指 導 書 を主 に参 照 して い

る と応 答 した。その理 由 と して は,「学 習指 導要領 に基づ い て作 られ た とい う文科 省 の検定 が あ

る」 と答 えた。 日本 の教 師用 の指 導書 に は指導 の 内容 が学習 指導 要領 の どの項 目に該 当す るか

とい う解説 が詳 しく付 い てい る とい う言及 もあっ た。 これ らのイ ンタ ビュー を通 じて,日 本 の

教 師 は教 科書 や指導 書 が学習 指導 要領 を忠 実 に反 映 してい る と考 えてい る と解釈 で き る。

第 二 に,学 習指導 要領 を直接参 照す る場 合 は,大 き く3つ にま とめ られ る。1つ 目は,学 校

の年 間計 画 を立て る時 で ある。E教 師 のイ ン タ ビュー が その例 で あ る。

<E教 師 の イ ンタ ビュー(一 部)>

E教 師:年 間 の,学 習計 画 を立 て る時 も見 ます。 あの,漏 れ,内 容 で,漏 れ て るこ とが あ る と

い け ないの で,見 る こ とはあ ります。

筆 者:日 々 の授 業 で も学習 計画 を立 て る時,あ の,読 み ます か ど うします か。

E教 師:あ ま りた く さん は見 ないです けれ ども,気 にな る項 目は,確 認す る よ うに してい ます。

・(中略)… 研 究主任 の立場 か ら他 の学年 の先 生 に も伝 えて い かない とい けな い こ とが あ

るので,学 年 に よって違 う,内 容 は,自 分 が しっか りと理解 して,伝 えな けれ ば な らな

い ので。

イ ンタ ビュー の 中で は,学 内の研究 に関連す る文 書や 外部 に公 開す る資 料 を作成す る時 に学

習指導 要領 を参考 にす る とい う言 及 があ った。 しか し,こ の よ うな経験 は,研 究主任 で あ るE

教 師 の よ うに,主 に 関連 の業 務 を担 当す る一部 の教 師 に限 られ る経 験 で あ る。

2つ 目は,研 究授 業 の時 で ある。研 究授 業 に学習 指導 要領 を活用 す る とい う応 答 は,ほ ぼ全

て の教 師 か らあ った。特 徴 的 な見方 を示す 教師 のイ ンタ ビュー を引用す る と次 の通 りで あ る。

<A教 師 の イ ンタ ビュー(一 部)>

A教 師:研 究授 業 って い うの は,先 生 がや っぱ り勉 強す るた め に,す るん です よ。 …(中 略)…

学習 指導 要領 がや って る,言 って る こ とっ て こん な こ となん かな,っ て い うこ とが,こ

うときにや っ ぱ気 づ いて くるわ けです よね。 それ が気 づい て きた ら,日 ごろの授業 の 中

に もそ うい うふ うな考 え方 が解 っ て来 る と,入 れ 込 んで い ける じゃない です か。…(後 略)
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<C教 師 の イ ンタ ビュー(一 部)>

C教 師:授 業公 開 をす る,な った時 に,ま,参 照す るのが学 習指 導要領 か な っ と思 うん です。

・(中略)… 例 えば 「意 見 文 を書 きます。」っ てい う,こ うい う文 章 の種 類 っ て書 くって な

って も,多 分先 生 に よって,例 えば意 見文 につ いて持 っ て るイ メー ジ とい うか,そ の 定

義 み たい な部分 は,そ れ ま でそ うい う文 章 を書 いて来 た かっ てい う経 験 も含 めて結 構,

多様 なん かな,…(中 略)… ま,持 って い る解釈 と,そ れ を確 かめ るみ たい な機 会 に はな

るの かな,っ て。

研 究授 業 の時,教 師 が学 習指導 要領 に提 示 され た教 育の具 体 的な形 を研 究す るこ とに よ り,

日々の授 業 の全体 の質 を高 め る こ とがで き る。 ま た,公 開授 業 が特 に教師 同士 の意 見 を交わす

場 と して重要 で あ る とい う発 言 もあった。 これ らのイ ン タ ビュー を通 じて,教 師 が研 究授 業 に

つい て議 論す る時,そ れぞれ の授 業 を説 明す るた め に学 習指 導要領 に記 され た用語 を使用 し,

議 論 の進行 もま た,学 習指導 要領 に記 され た 内容 を意識 しなが ら行 われ る こ とが解 る。

3つ 目は,教 師 が 自律 的 に 自分 の教 育 を展 開 しよ うとす る ときで あ る。

<H教 師 の イ ン タ ビュ ー(一 部)>

H教 師:割 と ね,ア ドバ イ ス な ん で す,こ こ(=学 習 指 導 要 領)に 書 い て あ る の は 。 …(中

略)… どっ ち か い うとル ー ル と言 うよ りは,ア ドバ イ ス だ よ ね。 あ の,参 考 に しな さい,

み た い な 。

<J教 師 の イ ン タ ビュ ー(一 部)>

J教 師:授 業 を す る の に 何 の 制 限 も無 い し,あ そ こ に書 か れ て る こ とな ん か,や っ て 当 た り前

な こ とだ か ら,…(中 略)… そ こ を基 礎 に,や りた い こ と を や っ て い く。

<K教 師 の イ ン タ ビュ ー(一 部)>

K教 師:(前 略)… こ うい う も の をす る も の とす る とい う形 で,だ か ら,そ れ を 自 由 に 読 み,

あ,解 釈 を して,こ の 段 階 で こ うい う こ とを や ろ う,こ うい うこ と をや ろ う,っ て い う

の を,ま,多 くの 教 師 は,満 遍 な く,3年 間 の カ リキ ュ ラ ム を通 じて 作 っ て る っ て い う

こ と な ん で す 。

イ ンタ ビュー の 中に出 て くる 「ア ドバ イス 」 「基 礎 」 「解 釈 」 の よ うな表 現 か ら,学 習指 導 要

領 が絶対 的 な もので はな い とい う観 点が み られ る。 これ らのイ ン タ ビュー を通 じて,日 本 の教

師 は,学 習指 導要領 を一種 の ガイ ドライ ン として認 知 して い る と解 釈 で き る。

イ ンタ ビュー調 査 を通 して示 され る,学 習指 導要領 に対 す る 日本 の教 師 の認 識 は以 下 の4点

で あ る。1つ 目,日 本 の教 師 は,学 習指導 要領 の役割 を大 き な枠組 み や基 準 を提示 す る もの と

して認 識 してい る。2つ 目,教 科 書 や指導 書 を含 む様 々 な教 育資 料 が学習指 導 要領 に基 づい て

作 られ る とい う関係 性 が認識 され てい る。3つ 目,学 習 指導 要領 の記 述 が解 釈 の余 地が あ る と
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い うこ とか ら,実 際の授 業 で は教 師 の 自律 が あ る程 度保 障 され る と認識 してい る。4つ 目,日

常 の教 育 活動 で は,教 科 書や 指導 書 が よ り活用 しや す く,教 科書や 指 導書 が文科 省 の検定 を受

けてい るので,そ れ に従 って進 む と学習指導要領 に沿った教 育活動 が可能で ある と認識 してい る。

ただ し,教 育現場 は多忙 で,実 際 に個 々の教 師 が学習 指導 要領 を じっ く り読 む機会 はあま り

多 くな い。 イ ンタ ビュー の中で は,教 職 大 学院 に来 た こ とを きっか けで学習 指導 要領 を じっ く

り読 む こ とがで きた とい う答 え もあ った。G教 師 は,学 習指 導 要領 を じっ く り読 ん でみ る と,

教 師 自身 の教 育活動 を振 り返 り,教 育に対 す る 自分 の考 えをま とめ る機 会 に なった と話 した。

<G教 師 の イ ン タ ビ ュ ー(一 部)>

G教 師:大 学 院 に来 て1年 目の 時 に,現 職 の 院 生 の 立 場 で,い くっ か の レポ ー トを 書 く機 会

が あ っ て,…(中 略)… 自分 の 授 業 と学 習 指 導 要 領 の 細 か い 内 容 を も の 凄 く照 ら して み よ

うっ て い う こ とを,ま,あ る意 味 初 め て し た ん で す よ。 …(中 略)… 自分 が,こ の 間 ち

ょっ と考 え て い て,こ れ は ど うな の か な っ て い うふ うに 疑 問 を思 っ て い た の に,ま た ま

た 自分 が,こ う,あ る 程 度 長 い年.月 を使 っ て 気 が 付 い た よ うな こ とっ て い うの が,ぽ ん

と書 い て あ っ て,…(後 略)

また,学 習 指導 要領 を読 ん でみ る と教 師 として で きる こ との範 囲 と専 門職 として の教 師の職

業意識 を考 え るよ うにな った とい う意 見 もあった。

<1教 師 の イ ンタ ビュー(一 部)>

1教 師:自 由に して もいい よってい う部分 も与 えて くれ て る し,そ こを知 らず に上 か ら言 われ

た よ うに思 って る け ど,そ うじゃ な くて…(中 略)… 自分 た ちの立 場 とか置 かれ て い る位

置 とか,あ の,期 待,社 会 か ら期待 され て る役 割 とか,も っ と知 って もっ と勉 強 して い

か ない と。 そ うい う集 団 に成 る こ とで教 育 も変わ って い く し,教 育 が変 わ る こ とでや っ

ぱ り社会 が変 わ って い くか ら,多 分 そ うい うこ とを求 めて い るんだ ろ うな,っ て い う,

気 がす る。 …(後 略)

以 上 のイ ン タ ビュー の 内容 を含 めて,学 習指 導要領 と 日本 の教 師 の認 識 との 関係 を も う一度

ま とめ てみ る と,学 習指 導要領 は,教 師 の教育活 動 の方 向 を導 く役 割 を してお り,教 師 は学習

指 導要領 を熟知す ることによ り,専 門職 として の意識 を持 つ ことができる とい う結論が出て くる。

6お わ りに

本論 文 で は,韓 国 と 日本 の 国の定 め る教 育課 程 の類 似性 を基 に,日 本 の教師 が学習 指 導要領

と実 際 の教育活 動 との 関係 を どの よ うに受 け入れ てい るの か,設 問調査 とイ ンタ ビュー調 査 を

通 して考 察 した。 また,こ れ に よ り,韓 国へ の示 唆 を得 る ことを 目的 と した。

先ず,学 習 指導 要領 に対 す る 日本 の教 師の認識 の特徴 は次 の二 点 があ る とま とめ られ る。第
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一
,日 本 の教 師 は,学 習指導 要領 と教科書 と指 導書 の 関係 を強 固な もの と認 識 してい る。 日本

の教 科書 と指 導書 は,文 部科 学省 の検 定 を受 けな けれ ば発 行 す る こ とが で きず,学 習指導 要領

を よく反 映 して い る よ うに,厳 密 に検 査 して い る とい う信 頼 が あ る。 第二,学 習指 導要領 を教

師 自身 の専 門性 を高 め るため の足 がか りにす るこ とが で きる とい う認識 があ る。 学 習指導 要領

の 内容 は,教 育活 動 で行 われ るべ き基礎 的な 内容 で あ り,制 度 的な教 育 が追求 す る理想 の形 だ

と思 ってい る。

次 に,日 本 の教 師 の認 識 を踏 ま え,韓 国へ の示唆 をま とめ る と,以 下 の三っ の こ とが挙 げ ら

れ る。 第 一,国 家 水準 教育課 程 の役割 は どの よ うな ものか 明確 にす る必要 が あ る。 国家水 準教

育課程 の解 説 書 に記 され てい る よ うに,国 家水 準教 育課 程 は,「教 育 内容 に関す る全 国共通 の 一

般 的 な基 準」 で,そ の役 割 は,ガ イ ドライ ン と して提示 され て い る こ とか ら認識 をま とめ る必

要 が ある。 第 二,国 家 水準教 育課 程 は,制 度 的な教 育活 動 の基準 に な る とい うこ とか ら,具 体

的 な教育 活動 との関係 を考 える必 要 が ある。 関係 の対象 は,大 き く2つ に整 理 され る。1つ 目

は,国 家 水準 教育課 程 と実 際 の授 業 の関係 で あ る。 教 師が 実行す る 日々 の授 業 は,国 家水 準教

育課程 を具体 化 した過程 お よび結 果 で ある。2っ 目は,国 家 水準 教育 課程 と教 育資 料 との 関係

で あ る。 教科 書 をは じめ,様 々な教 育資料 を授 業 の 中に持 ち込む 時,教 師 は 国家水 準教 育課程

に照 らして,そ の資料 の必 要性 お よび妥 当性 を判断 す る こ とが で きる。 第 三,教 師 が授 業の経

験 を振 り返 え りなが ら研 究す る時,国 家水 準教 育課程 を活用 す る こ とで,教 師 自身 の専 門性 を

滴養 す る こ とが で きる。 教 育 に関す る教 師の様 々 な悩 み に寄 り添 うもの と して,国 家水 準教 育

課 程 を受 け入 れ る時,国 家水 準教 育課 程 は,教 師 を して一歩 進 んで,よ り広 い視 野 を持 たせ る

よ うに助 ける こ とが で きる。

教 師 が教科 書や 指導 書 な どの資料 を活 用す るこ とは 当然 の こ とで あ り,こ れ らの資料 を遠 ざ

ける必要 は全 くない。 しか し,教 師 が教科 書や 指導 書 の もの を選 択す る と して も,そ れ を無批

判 的 に受 け入 れ るの では な く,自 ら批 判 的 な検討 を行 われ な けれ ば な らない。 国家 水準教 育課

程 は,教 師 に とってそ の よ うな検 討 のた めの道 具 になれ る。 この よ うな過程 を通 じて,教 師 は

自 ら専 門性 を持 ち,よ り発展 的 な授 業 を展 開 で きる よ うにな るに違 いな い。

本研 究 は,イ ン タ ビュー によ る質 的研 究の方 式 で進 行 され た。 したが って,事 例 の絶 対数 が

少 な く,教 師の認識 の一般 的 な傾 向を把握 す るに は無理 が あ る。 しか し,教 育課 程 に対す る教

師 の認 識 を考 える上 での一 つ の事 例 と して は役 に立 つ だ ろ う。 また,韓 国の教 師 の認 識 とそ の

原 因 に対 す る先行研 究 の資料 は,2015改 訂教 育課 程 の初期 または その前 のもの で,後 に随時 改

訂 され た教 育課程 が次 々適用 され た こ とで,現 在 の教 師の認 識 が変 わ った可能性 があ る。 加 え

て,本 論 文 で参考 に した先行 研 究 の資料 は,国 家水 準教 育課 程 に対す る認識 がは っ き りして い

な い とい う観 点 のみ提 示す るもの であ った。 しか し,韓 国 の教育 現場 で は,国 家水 準教 育課程

をそ れ な りに解釈 して受 け入 れ てい る教 師 もい る。 そ の よ うな韓 国 の教師 の独 自的 な観 点か ら

国家 水準 教育 課程 を考 察す る試 み に よって,ま た別 の視線 で国家 水準 教育課 程 を眺 め る よ うに

な る と期 待す る。
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